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植林排出権C02削減 ビル
設
備
点
検
時
に
算
出

消

火
器
販
一牢
な
ど
を
通

じ

て

環
境
保
全

に
取

り
組
ん

で
い
る

横
浜
消
火
器
（
横
浜
市
機
〓十
区
）

は
、
ビ
ル
の
消

防
設
備

の
機

能

維
持

で
消
費
さ

れ
る
電

力
量
相

当
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
０２
）
を

植

林

排

出

権

で
無

効

化

す

る

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
す
る
点
検

」
を
始

め

た
。
　

　

´

消
火
薬
剤

の
販
墨
塞
量
２
５
０

辞

（
一
般
的
な
事
業

所
向

け
消

火
器
飩
本
）
こ
と
に
植

林
し

、

Ｃ
の
を

吸
収
す
る
森
づ
く
り
に

取
り
組
む

「
Ｅ
Ｃ

Ｏ
す
る
消
火

器

」
（
２
０

０
９

年

２

月

ス
タ

ー
ト
）
に
続
く
第

２
弾

。
環
境

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
事
業
を

差

別

高橋  オ]j弥
社長

中

横浜消火器 鐘浜市磯字区)

消防設備点検で環境保全に

貢献   =横 浜市磯子区

化
し
、
顧
客
囲
い
込
み
や
企
業

の
社
会
貢
献
を
促
進
す
る
狙
い

だ
。

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
す
る
点
検
」
は
、

法
令
で
定
め
ら
れ
た
消
防
設
備

点
検
の
際
、
誘
導
灯
や
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
、
非
常
警
報
設
備
な

ど
ビ
ル
全
体
の
消
防
設
備
の
消

費
電
力
量
も
チ

ェ
ッ
ク
。
年
間

の
消
費
電
力
量
か
ら
算
出
し
た

Ｃ
Ｏ
排
出
量
相
当
分
を
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
森
の
保
全
で

創
出
さ
れ
た
排
出
権
に
ょ

っ
て

相
殺
す
る
仕
組
み
。

同
社
の
チ

ェ
ッ
ク
で
は
、
横

浜
市
史
区
内
の
ビ
ル

（
地
下
１

階
、
地
上
１４
階
建
て
）
の
場
合
、

年
間
の
電
力
消
費
量
は
約
３
万

７
千
隋
。
Ｃ
の
換
算
で
年
間
排

出
量
約
１５

ン
ト
に
上

っ
た
。

環
境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
と
共
同
で
、
環
境
省
登
録
番

号
入
り
の

「排
出
権
償
却
移
転

証
明
書
」
を
顧
客
に
発
行
¨
関

連
費
用
は
同
社
で
負
担
し
、
点

検
費
用
は
据
え
置
く
。

顧
客
に
と

っ
て
は
、
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
上
に
節

電
が
で
き
な
い
消
防
設
備
の
点

検
で
、
新
た
な
費
用
負
担
な
く

国
の
削
減
義
務
量
に
責
献
。
地

球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と

し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
。
同
社
は
、

こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
付
加
価

値
に
営
業
活
動
に
生
か
す
。

「
会
社
の
存
在
意
義
と
し
て
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
地
球
環
境

に
貢
献
し
た
い
」
と
高
橋
利
弥

社
長
。
県
中
小
企
業
青
年
中
央

会
の
異
業
種
交
流
が
き

っ
か
け

で
、
「
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
ア
イ

デ
ア
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
が

、
た
ぐ
さ
ん
の
人
と
会

っ

て
話
を

す

る
こ
と
が
大
切
」

と

話
し

て

い
る
ゎ

（
吉
田
　
勝
行
）
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